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【通常講義】

環境法 岩本 中講3 現代企業論 桑田 中講2 国際政治学 高 中講6 国際関係概論 佐藤 大講1 統計学Ⅰ 寺田 講堂

日朝関係史 石田 中講3 交通・観光経済論※９ 西藤 大講2 行政学※１０ 熊田 大講2 朝鮮半島社会論※4 福原 中講5

環境システム論 伊藤 大講1 ロシア政治経済論 山本 中講3 社会宗教論 播本 中講1

地域経済論 鈴木 中講4

日露関係論 山本 中講5 地域資源活用法※7 平井 大講2 マクロ経済学 鈴木 大講1 中国外交論 深串 中講5 憲法Ⅰ 岡本 大講2

福祉社会学 角 大講1 地域文化論 仲野 中講2 経営管理論 桑田 中講4 地域思想論 播本 中講1

地域産業調査分析
※3

須原 中講3 北東アジア民族関係論※1 井上 中講1 関係人口論 田中 大講2 グローバル・ガバナンス論 佐藤 中講5

ミクロ経済学 須原 中講4 社会思想論 濱野 中講3

マーケティング論 村山 中講４

行政法Ⅱ 岩本 中講1 地域社会論 田中 大講1 島根県の水産業 沖野　他 中講3 ジェンダー論※6 中村 大講1 人文地理学 林秀司 大講1

社会事業論 村岡 中講5 映像表現論 西嶋 大講2 社会調査法 伊藤 大講１ ロシア文化論 渡辺 中講4 ボーダースタディーズ ※5 福原 中講3

北東アジア関係概論※2 井上 中講4 地域産業政策論 佐々木 中講4 環境科学 寺田 講堂 経営組織論 村山 中講5

文化社会学 村井 中講5 民法と家族 賈 中講4

比較憲法 岡本 中講6

民法Ⅰ（総則） 賈 大講2 環境経済論 豊田 大講1 比較宗教学 渡辺 中講3

アジア経済論 中村 大講2 刑法 三宅 中講4

政治学 濵田 中講4 平和学 濵田 中講4 文化遺産活用法 仲野 中講2

社会学 村井 大講1

ＮＰＯ論 ※8 宮下 大講2

日本外交史 高 中講6

【集中講義】

２０２５ 年 度 秋 学 期 時 間 割 表 （2025.7.23現在）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

科目名 担当 教室

３時限目

自　１３：１０
至　１４：４０

科目名 担当 教室 科目名 担当 教室 科目名 担当 教室 科目名 担当 教室

１時限目

自　　９：００
至　１０：３０

２時限目

自　１０：４０
至　１２：１０

４時限目

自　１４：５０
至　１６：２０

５時限目

自　１６：３０
至　１８：００

科　　　目　　　名 担当教員名
開講日

開講期間

会計学 池村 2月17日(火)～2月20日(金)

地方政治 岡田 2月20日(金)～2月23日(月)

ゲーム理論 金野 2月18日(水)～2月21日(土)

日本文化論 小泉 2月15日(日)～2月19日(木)

環境保全論 北尾 2月16日(月)～2月19日(木)

地域文化入門 橋本 2月20日(金)～2月23日(月)

自然地理学※11 林正久 2月16日(月)～2月19日(木)

ヨーロッパ統合論 山本健 2月15日(日)～2月18日(水)

文化政策論※12 松本 2月17日(火)～2月20日(金)

政治哲学 松尾 2月19日(木)～2月22日(日)

アメリカ文学 宮澤 2月15日(日)～2月19日(木)

※１【北東アジア民族関係論】

※２【北東アジア関係概論】

受入条件：PDFを閲覧できる機器必須。

「聴講生」を希望する場合、事務局を通じ

て担当教員と早めに連絡を取ること。

※この時間割表に掲載されている科目は、「科目等履修生・聴講生」の受け入れ可能科目です。

※対面で実施する科目やオンラインで実施する科目等がございます。オンラインで実施する科目は、インターネット環境とPCやスマホな

どのデバイスが必要となり、インターネット環境等がない場合は、受講することができませんのでご注意ください。本資料の他、授業

を履修する上での注意事項等もございますので、実施方法や授業の概要などの詳細を、本学ＨＰのシラバス照会（別添マニュアル参照）

よりご確認いただき、履修科目を選択してください。

※科目の状況等により、ご希望に添えない場合もございます。

※時間割・開講日等は変更となる場合がありますのでご了承ください。

※３【地域産業調査分析】

受入条件：パソコン必須。基本的なExcel

操作が可能であること。ある程度の数学

（特に線形代数学）の知識が必要。

※４【朝鮮半島社会論】

※５【ボーダー・スタディーズ】

受入条件：MicrosoftTeamsのファイル・投

稿機能を用いて、講義データ（ppt）の共

有やレポート提出、コメントカードへの応

答、講義情報・スケジュールの伝達などを

行いますので、Teamsにアクセス可能なパ

ソコン等の電気端末を有することが望まし

い。

※６【ジェンダー論】

※１２【文化政策論】

「科目等履修生」のみ受入可

※８【NPO論】

受入れ条件：インターネットに接続できる

パソコン必須

※９【交通・観光経済論】

受入れ条件：PC等を自分で持参すること

※１１【自然地理学】

受入れ条件：ノートパソコンの持参

※１０【行政学】

受入れ条件：インターネットに接続できる

機器必須

※７【地域資源活用法】

受入れ条件：オンデマンドでの動画視聴が

多いため、インターネットに接続できる機

器が必要





 

 

 

 

 






